






























































































フ ラ ン キ
狼機砲も一部で取り入れられた。倭乱と胡乱を経て朝
鮮後期に至ると、軍事的脅威の低下により鋳砲は間歇的にしか実施されなくなった。一方粛宗




































真鍮製匙箸 10 対と銀製湯罐 1 箇を購入している事例が見られ（11）、世宗 11 年（1429）には正月・










易では価格が折り合わないことも多かった。そこで世宗 16 年（1434）3 月、礼曹は日本使節





































　1450 年 2 月世宗が薨去し文宗が即位した。同年 8 月平安道都節制使金宗瑞は、火薬の補給
が困難なため銃筒軍の訓錬が不充分であると訴え、翌年 6 月兵曹は各種銃筒について、四箭銃
筒の錬成は継続するが、一銃筒・八箭銃筒・四箭長銃筒・細銃筒は不緊要と見なし、小神機箭
は既に廃止され、三銃筒・中神機箭各 10 挺は両界（平安・咸吉両道）では毎年 1 回、他道で
















伴った。そこで成宗 3 年（1472）6 月には戸曹の建議に従い、中間地点に位置する慶尚道星州
花園県に倭物庫を設置して、一旦銅・蘇木・牛馬皮を留置し、農閑期に漢城へ上送させること






































退するが、中宗 7 年に壬申約条が締結され、国交が回復した。中宗 10 年には日本国使が使節
船隻追加・宗氏復爵・寺刹建立援助・銅鉄私貿易を求めたのに対し、国王は後 2 者のみ許可し
た（44）。これは恐らく対馬島主が仕立てた偽使であろう。


















　明宗 10 年（1555）5 月、倭寇 70 余隻が全羅道達梁を犯し、朝廷を震撼させた。これは後に
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